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２月の牛肉輸出は前年比７・９％増、最
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何かを成し遂げたいという熱い思いを」
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財務省貿易統計によると２月の国産牛肉輸出量は750ｔ（前年
同月比７・９％増）と、前年同月を上回り、前月比でも17・５％増
加した。
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　財務省貿易統計によると２月の国産牛肉輸出量は
750ｔ（前年同月比７・９％増）と、前年同月を上回
り、前月比でも17・５％増加した。
　輸出先国は合計36カ国・地域で、国別にみると台
湾が最も多く193ｔ。次いで、香港、米国、カンボジ
ア、タイ、シンガポール、マレーシア、オランダ、アラブ
首長国連邦、ベトナムと続く。表記以外のその他の国

２月の牛肉輸出は前年比７・９％増、最大輸出先は台湾

はベルギー、ドイツ、豪州など。
　２月分輸出額は47億4096万円（０・２％増）とな
り、キロ当たりの輸出単価は6325円。輸出内訳は冷
蔵409ｔ（10・９％増）、冷凍341ｔ（４・６％増）。金
額ベースは冷蔵が前年比４・３％増、冷凍が５・０％
減。

　プリマハムは１日、入社式を東京都内で執り行っ
た。千葉尚登社長（写真）は56人の新入社員に向け
て、次のとおりメッセージを贈った。
　皆さん、プリマハムへの入社おめでとう。今年度は
56人の仲間を迎えることができた。会社を代表して
皆さんの入社をお祝い申し上げる。皆さんにお願いし
たいこと、実施してほしいことが3点ある。一つ目は、
初心を忘れないこと。皆さんは今「さあ、頑張るぞ!」
という気持ちでいると思う。是非、今の前向きな気持
ちを忘れることなく大事にしてほしい。常に勉強して
研さんを積み、新しいことにも積極的にチャレンジし
ていこう。二つ目は、一人ひとりがプリマハムグルー
プの“ブランド”であると意識すること。皆さん一人ひ
とりがプリマハムグループのブランドを背負っている

ことを自覚して、社会人としてのルールやコンプライ
アンスを順守して行動しよう。三つ目は、自ら学び、
諦めないこと。最初は分からないことも多く、さまざま
な困難に直面することがあると思う。しかし、決して
諦めずに、どうすればその課題を克服できるかを考え

プリマハム入社式、千葉社長
「常に夢や何かを成し遂げたいという熱い思いを」

合計 合計 合計 合計 合計 合計 合計 合計

2024年計 1,457,988 2,138,636 95,635 901,317 199,869 545,818 711,601 2,094,296 1,967,917 10,113,077
前年比 95.9% 187.2% 108.9% 79.6% 140.6% 100.3% 150.0% 123.8% 116.8% 120.1%

2024年2月 106,221 195,190 8,890 75,398 6,407 40,718 20,912 114,096 126,697 694,529
3月 109,950 105,922 9,383 96,112 8,851 43,304 42,641 180,855 174,134 771,152
4月 119,742 102,543 5,601 95,206 15,243 39,566 63,942 210,433 126,716 778,992
5月 95,420 90,606 7,563 25,478 15,103 41,019 26,046 137,164 114,502 552,901
6月 101,840 104,383 7,050 63,414 15,164 43,356 64,800 184,507 187,379 771,893
7月 126,184 84,567 9,772 53,919 10,297 45,565 44,538 186,096 186,915 747,853
8月 96,559 114,269 5,361 59,356 21,576 41,357 84,125 201,243 140,972 764,818
9月 148,383 159,276 5,669 82,831 14,282 41,270 100,588 180,022 188,821 921,142

10月 134,727 139,379 13,220 34,092 25,847 45,898 64,294 162,626 189,009 809,092
11月 172,858 151,958 7,838 88,228 22,207 56,168 85,096 173,067 173,693 931,113
12月 152,180 761,518 8,626 184,950 23,980 71,045 60,650 256,098 247,758 1,766,805

2025年1月 88,177 183,936 6,208 63,914 22,094 24,068 65,415 83,921 100,038 637,771
2月 124,384 90,621 8,811 84,846 5,452 43,563 50,149 192,993 148,769 749,588

　　　　前年同月比 117.1% 46.4% 99.1% 112.5% 85.1% 107.0% 239.8% 169.1% 117.4% 107.9%

㎏単価（円） 5,178 8,043 9,054 6,831 5,944 6,276 5,170 5,070 7,832 6,325
2025年累計 212,561 274,557 15,019 148,760 27,546 67,631 115,564 276,914 248,807 1,387,359

前年同期比 106.2% 84.7% 96.6% 126.4% 100.8% 87.5% 154.3% 124.6% 104.5% 106.9%

タイ 台湾シンガポール

単位：キロ、円、％

その他国 合計

2025年2月の牛肉輸出状況
香港 米国 カナダ カンボジア マカオ
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　一般㈳日本家畜人工授精師協会は3月31日、全国
規模で実施している受胎率調査の令和5年次（速報
値）と令和4年次（確定値）のデータを公表した。この
受胎率調査事業は、全国規模の公的数値となる受胎
率データが過去10年存在してい
なかったことを踏まえ、公益㈳全
国競馬・畜産振興会の助成を受
け、日本家畜人工授精師協会が
令和5年度に開始したもの。全国
の家畜人工授精技術者らの理
解の下、都道府県授精師協会お
よび県畜産主務課などの協力を
得て、各年次に実施した人工授
精、受精卵移植の受胎率データ
を収集して取りまとめ、年度末に
公表している。
　調査結果によると、令和5年度
（速報値）における肉用種の人
工受精の受胎率は55・1％（前

日本家畜人工授精師協会、全国規模の受胎率調査結果を公表

年比3・1ポイント増）、体内受精卵移植は47・0％
（3・3ポイント増）、体外受精卵移植は39・6％（0・
9％減）となった。

て、先輩や上司へ相談しながら、最後まで業務を遂
行していこう。　
　現在、当社を取り巻く事業環境は日々大きく変化
している。常に世の中の情報を収集して、当社への
影響などを考えながら、さまざまな角度から物事をみ
ることを心掛けてほしい。私の座右の銘としている言
葉が「着眼大局、着手小局」「Nothing happens 
unless first a dream.(夢がなければ何も始まら

ない)」だ。物事の全体を把握してポイントを捉え、
目の前の小さなことから着実に実践してほしい。ま
た、夢がなければ何も成し遂げることはできない。常
に夢や何かを成し遂げたいという熱い思いをもち、
P(Plan)・D(Do)・C(Check)・A(Action)を回しなが
ら達成できるように頑張っていこう。改めて入社おめ
でとう。

　　農畜産業振興機構は1日、同日付の人事異動を
次のとおり発表した。
　畜産振興部長（農林水産省畜産局畜産振興課
付）歌丸恵理▷総務部総務広報課長（総務部総務
課長）井上裕之▷畜産経営対策部経営対策課長
（畜産経営対策部肉用子牛課長）宅間淳▷畜産経

［人事異動］１日付―農畜産業振興機構

営対策部肉用子牛課長（畜産振興部畜産生産課
長）布村顕幸▷畜産経営対策部養豚経営課長（総
務部上席調査役野菜業務部併任）伊東大祐▷畜産
振興部畜産生産課長（畜産経営対策部養豚経営課
長）坂西裕介
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【4 月の相場見通し】鶏肉、輸入内臓肉、素牛

　［国産鶏肉］モモはジリ安の展開、ムネは緩やか
に値上げ
 　生鮮モモは寒波の影響が薄らいで以降に入す
うされたものの、出荷が増えること、また、消費者の
嗜
し こ う

好がより夏に近づくことなどから、4月はジリ安で推
移する。一方で節約志向などから例年と比較して下
降幅は緩やかと考えられ、月末のＧＷ直前で日経加
重平均720円程度と予測される。
　生鮮ムネは気温が高まるに連れ涼味商材として需
要期を迎え、ＧＷ前に410円程度までジリ高の展開と
なるか。
　冷凍モモは鳥フルのリスク回避需要の減少に加
え、生鮮の物量的なタイトさが緩和されること、3月末
にみられた一部業者の投げなどから600円台に値を
下げる。
 　［輸入鶏肉］下げ要因なし、タイ産も上げ　
　中食・加工向け共に需要期のＧＷを控え、とくにコ
ンビニエンス・ストアなどでのスナック商材としての引
き合いが強まる。為替の急激な変動がなければ3月か
ら下げる要因はみられない。
　ブラジル産の高騰から、タイ産オファーが一層強気
になることも必至で、ブラジル産、タイ産共にモモ正
肉で500円に近い水準までの一段高もあり得る。一
方でもっぱら日本向けのカット物についてはブラジル
産で480円の相場が維持されるものと考える。
　［輸入内臓肉］総じて強含みの展開、ＧＷまで玉
の確保続く 
　年度初めは各社共に通期の販売目標に向けて、良
いスタートを切るために「玉が足りずに機会ロスを起
こしたくない」という思惑は同じであり、ＧＷまで継続
的な引き合いが見込まれる。直近の為替レートは150
円を割って、140円台後半と、やや円高基調で推移し
ているが「設定レートは150〜150円台前半であり、
少し円高に振れたところで卸売価が変わることはな
い」（大手卸）と、当面、相場が下がる見込みは少な
いとみる向きは強い。
　各社共に余剰在庫を持っていない事情もあり、強
含みの展開が続くだろう。ＧＷが近づけば一段高の
展開も。ＧＷ明けに荷動きが止まっても各社共に庫
腹に余裕があることから、投げ物が出ることは少なく、

相場は高止まりしそうな気配。
　一方、白物も精肉で値頃感を打ち出せる商品が慢
性的に不足気味で、焼き材用途で使っていこうとする
企業も多く、夏場にかけても底堅い動きか。
　［素牛］和牛は引き続き堅調、乳子牛は高値圏で
推移
　【和子牛】3月24日公表の市場成績（全農、速報）
は全国平均（税込み、雌・去勢を含む）が2月終値か
ら3万9千円高の約63万8千円（下旬を除く）と続伸
した。全国的な上場頭数の少なさや母牛淘

と う た

汰による
和牛の減産傾向に加え、年末出荷を見据えた春先手
当ての需要が重なり堅調な値動きとなった。性別で
は雌が4万2千円高の56万4千円、去勢は3万7千円
高の69万6千円。騰落状況は前日までに取引を終え
た45市場のうち9割弱が2月水準から上げに。大産地
では県外購買者の多い北海道の十勝や南北海道が
前月比5〜6％高となったほか、鹿児島や宮崎県では
2桁高となった市場も相次いだ。
　4月も例年の周期であれば去勢を中心に年末出荷
分の調達意欲は旺盛とみられ、需給のタイト感は継
続する見通し。気配は堅調。全国平均は去勢で70万
円を超えるか。 
　【乳子牛】3月は物価高の影響から消費者の生活
防衛意識が一層高まっているものの、乳牛去勢枝肉
相場は出回り頭数の少なさと輸入牛肉の割高感から
強含みの展開となった。
　素牛価格については、上場頭数の増加および発育
不良牛もみられたことから、2月価格から下げで推移
した。また、北海道主要7市場における初生ホル雄の
取引概況は、乳雄出生頭数の減少が続いており、1
開催当たりの上場頭数の減少から上げた。
　4月は行楽シーズンに向けた外食需要の引き合い
や、インバウンド需要が期待されることから、枝肉価
格は高値相場が見込まれる。素牛価格については、
乳雄初生牛の上げ情勢が継続していることから高値
で推移すると思われる。
　北海道主要市場における初生ホル雄の取引価格
は、依然として上場頭数が減少すると思われることか
ら上げが想定させる。交雑種においては雌38万円前
後、去勢42万円前後の展開が予想される。
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［豚肉調製品輸入通関・２月］シーズンドなど合計 7426 ｔで微増

　財務省が公表した２月分の貿易統計によると、豚
肉調製品の輸入通関量は、カタを原料としたシーズ
ンドポークを含む1602―42―090は、合計7426ｔ
（前年同月比０・１％増）と前年同月から微増した。
前月からは659ｔ減少した。国別にみると、米国が
5224ｔ（31・５％増）、チリが600ｔ（19・４％減）、
メキシコは528ｔ（20・１％増）、カナダは660ｔ（33・
９％減）となった。
　カタ・モモ以外を原料とした1602―49―290の

合計は2887ｔ（13・６％増）となった。国別では、米
国が1996ｔ（22・６％増）、中国が460ｔ（24・０％
減）、デンマークが289ｔ（83・７％増）、メキシコが
44ｔ（４・０％増）、タイが75ｔ（21・０％減）となっ
た。
　また、表記以外のモモ肉およびこれを分割した
1602―41―090は、米国74ｔ、タイ68ｔ、中国33ｔ
など、４カ国から合計１９４ｔ輸入された。

カナダ アメリカ チリ メキシコ オランダ デンマーク その他計 合計

2024年2月 998 3,972 744 440 0 732 534 7,420

3月 1,440 3,206 1,224 550 24 1,125 407 7,975

4月 1,292 9,815 863 1,187 0 806 632 14,595

5月 1,637 5,571 864 859 0 928 824 10,682

6月 1,236 6,600 946 571 0 765 295 10,413

７月 1,410 6,549 672 1,231 0 662 207 11,020

8月 1,218 5,272 1,152 988 0 781 207 10,097

9月 1,143 6,001 648 660 0 735 469 9,656

10月 973 5,700 1,104 836 0 809 288 9,917

11月 1,195 4,952 864 572 0 434 691 8,708

12月 488 5,793 1,008 638 0 237 480 8,644

2025年1月 586 4,288 1,344 1,056 0 0 771 8,085

2月 660 5,224 600 528 0 17 397 7,426

前年同月比 66.1% 131.5% 80.6% 120.1% - 2.4% 74.3% 100.1%

2025年累計 1,246 9,512 1,944 1,585 0 17 1,168 15,511

前年同期比 60.1% 103.7% 128.5% 153.4% 0.0% 1.1% 107.8% 94.4%

単位：トン1602.42-090　カタを原料としたもの

中国 デンマーク アメリカ タイ オランダ メキシコ その他計 合計

2024年2月 605 157 1,628 95 0 42 14 2,541

3月 601 320 2,378 134 0 88 10 3,532

4月 938 393 1,587 99 16 132 21 3,185

5月 710 316 3,146 138 47 43 24 4,423

6月 779 657 2,417 79 0 76 5 4,012

7月 923 146 1,537 132 0 98 7 2,844

8月 522 487 1,727 94 0 66 24 2,920

9月 580 473 1,205 102 14 108 19 2,502

10月 870 136 1,733 159 14 88 29 3,027

11月 606 269 1,293 92 31 44 41 2,377

12月 767 89 2,332 150 0 66 24 3,429

2025年1月 836 617 2,417 100 0 154 24 4,158

2月 460 289 1,996 75 0 44 23 2,887

前年同月比 76.0% 183.7% 122.6% 79.0% - 104.0% 162.7% 113.6%

2025年累計 1,296 906 4,413 175 0 198 47 7,044

前年同期比 99.3% 155.1% 112.0% 99.4% - 129.9% 152.5% 113.8%

1602.49-290　カタ・モモ以外を原料としたもの、混合を含む 単位：トン
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　スターゼンは1日から、「ローストポークスライス」
（80g・上写真）をリニューアル発売した。程よい脂
と赤身が特長のカタロースを使用。肉汁を閉じ込め
て低温でじっくり加熱する真空調理により、しっとり軟
らかなローストポークに仕上げている。また、ガーリッ
クとオニオンをメインに配合したオリジナルシーズニ
ングを手作業で丁寧にすり込み、下味をつけ食欲を
刺激する風味に仕上げた。ローストポークと相性の良
い、優しい味わいのしょうゆベースのソースを小袋で
添付。「ローストビーフの代わり」として、主にハレの
日メニューとして購入されていた従来のローストポー
クのポジションを広げ、普段の「おかずや主菜」とな
る新たな食べ方の提案をしていく。 
　商品担当者は「普段の食事の中でローストポーク
を何と組み合わせて食べていいか分からないという
声がお客さまから寄せられていた。温かいごはんや
ラーメンなどに、チャーシューのように低温調理の
ローストポークを合わせたらどうだろうと考え、試食
した結果、予想以上のおいしさだった。ほんのり温め

スターゼンが「ローストポークスライス」をリニューアル発売

ると脂が程よく溶け
て、豚肉のおいしさを
より楽しめる」とコメ
ント。イチ推しレシピ
として、ボリュームあ
るタイパ飯の「ごは
んにのせるだけロー
ストポーク丼」（下写
真）を紹介してい
る。
　同社では、外
食チェーン向け
にも業務用スライ
スやローストポー
ク原木の営業展
開を強 化し、ス
テーキや焼き豚
といった温かいメニューや、ラーメンのチャーシュー
のような使い方の提案を進めていく。

　オークワは1日、2025年2月期決算を発表。営業収
益2501億5千万円（前年同期比１・１％増）、営業利
益は13・28億円（54・０％減）、経常利益は14・42
億円（53・５％減）、当期純利益は、収益性が低下し
た店舗の減損処理に伴う特別損失３８・３９億円を計
上した影響で２３・８１億円の損失となった。同社は
決算発表に先立つ25日、減損の発表と昨年９月に続
く２度目の業績下方修正と中期経営計画の達成時期
の見直し、自己株式10億円の取得を発表。営業収益
は微増となったが、原料や人件費高騰などの影響を
吸収し切れず厳しい数字が並んだ。
　大桑弘嗣社長は「多額の減損損失は、収益性が低
下した店舗の簿価の引き下げや、土地の含み損など
の処理を行ったもの。現時点で処理可能なものは処
理できたと考えている。食料品は原料高騰のほか、粗
利益率を下げて客数アップを狙った施策の影響が計
画より大きく、利益率を押し下げた。人件費高騰は続

オークワの 25 年度 2 月期決算、増収減益で着地。原料高騰響く

いており、それを賄い切れなくなった形。中期経営計
画の期間中の目標達成は難しいと判断したが、取り組
みについては徐々に成果は出始めて数字も好転して
いる。政策の大幅な変更はせずに目標達成に向けて
引き続き取り組んでいく」と総括。その中で畜産部門
は前年比97％（既存店96・4％）。全体的に厳しい状
況であったが、とりわけ高単価の牛肉販売が苦戦した
ことが数字を押し下げた形。今期はニーズの高い値
頃感ある大パック商品などを下段フェースの目立つ位
置に充実させ、販促に取り組んでいく。
　次期に向けた施策としては、商品力の向上を目指
し、マーケティング室を設置。また、各部門にマーケ
ティング担当を配置し、AIなども活用しながらデータ
分析を行い、顧客ニーズを捉えた売り場づくりを目
指す。そのほか、若年層の顧客開拓のため、18歳以
下の顧客、子供がいる顧客を対象にした子育てクラ
ブを発足。アプリを通じて登録すると対象日にポイン
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ト割増や割引クーポンの発行などの販促施策を実施
し、これまで手薄だった30〜40代の開拓につなげて
いく。24年度の出店状況は３店舗（愛知、奈良、大
阪）を新設し、１店舗を閉店した。そのほか、大阪市内
に総菜ベーカリー専門店「ANDDELICA谷町店」、
愛知県名古屋市に酒専門店「あつた小町by Pare 

Marche」をオープンした。今年度は６月に愛知県豊
明市に「豊明店」、下期に大阪府堺市に「堺市駅前
店」と、２店の大型SMを新規出店予定。来期は営業
収益2590億円（３・５％増）、営業利益21億円（58・
１％増）、経常利益21億円（45・６％増）、親会社に
帰属する当期純利益８億円を見込む。

　帝国データバンクは3月31日、「食品主要195社」
価格改定動向調査（2025年4月）を発表した。それに
よると、主要な食品メーカー195社における、家庭用
を中心とした4月の飲食料品値上げは4225品目、値
上げ1回当たりの平均値上げ率は月平均16％となっ
た。単月の値上げ品目数としては、1月以降4カ月連続
で前年を上回った（45・8％増）。また、23年10月以
来1年6カ月ぶりに単月で４千品目を超えるなど、大規
模な値上げラッシュが発生する見通し。
　分野別みると「調味料」（2034品目）が最も多く、

「食品主要 195 社」価格改定動向調査、４月の値上げは 4225 品目

次いで「酒類・飲料」（1222品目）は、缶ビール・缶
チューハイなどの酒類で一斉に価格が引き上げられ
るほか、コーヒー飲料で値上げとなり、24年10月以
来6カ月ぶりに単月で1千品目を超えた。「加工食品」
（659品目）は、ハム・ソーセージ製品や冷凍食品な
どが多かった。食用油など「原材料」（33品目）を含
め、嗜

し こ う

好品や利用頻度の高い飲食料品が主な値上
げ対象となった。25年通年の値上げは、9月までの公
表分で累計1万1707品目に上り、前年に比べて値上
げペースが早まった。

　総合食品卸のプレコグループは、丸上食品工業㈱
から総菜製造販売事業を譲受した。同グループは食
品製造部門として新会社「㈱プレコデリカ」を立ち上
げ、 2025年4月1日から同事業を継承。新たにメー
カー機能を加えて、“食の楽しみと笑顔の創造企業”
として、今後もより多くのお客に笑顔を提供していく。
　㈱プレコフーズの髙橋幸夫社長は「18年から、丸
上食品工業へ食材を届けており、永きにわたる両社
の信頼関係に基づき、この度、総菜製造販売事業を
譲受する運びとなった。丸上食品工業の厳選食材で

丸上食品工業の総菜製造販売事業を譲受ープレコグループ

つくる“おいしさ”へのこだわりに大きな可能性を感じ
ている。今後もこれまでの食品卸の概念を超え、食の
楽しみと笑顔を創造する企業として、豊かな食文化
に貢献していく」とし、丸上食品工業の山田祥子社長
は「先代社長である父の代から追求してきた“おいし
さ”にこだわった商品群は変わることなく、全従業員と
ともにプレコデリカに引き継がれることを大変喜ばし
く思う。今後は活躍目覚ましいプレコグループの一員
となり、時代に即した新たな挑戦を続けていただける
ものと確信している」と述べた。

　日本ハムは1日、2025年6月1日から一部商品の納
品価格を改定することを発表した。原材料費や人件
費およびエネルギー費の上昇が継続しており、企業
努力を続けているが、コスト上昇分を吸収することが
極めて困難な状況に至った。改定内容は家庭向け商

日本ハムが商品価格改定を発表

品および業務用商品の納品価格改定で、改定率は
約3〜25％。対象商品は約220品目。同社では「引き
続き高品質で安全・安心な商品をお届けするため、さ
らなる努力をしていくので、なにとぞご理解賜るよう、
よろしくお願い申し上げたい」としている。
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　㈱プレナス（東京都中央区、金子史朗社長）は同
社が展開する「やよい軒」で8日から、1/2日分の野
菜が摂れる、食べ応え抜群の「～ガツンとニンニク～ 
たっぷり野菜の豚ハラミ炒め定食」（税込み1150円）
と、から揚げが付いた「～ガツンとニンニク～ たっぷ
り野菜の豚ハラミ炒めとから揚げの定食」（1350円）
を販売する。
　両商品は、弾力のある食感と濃厚な肉のうまみが
特長の豚ハラミと、シャキシャキ食感が楽しめるたっ
ぷりの野菜を使用し、にんにくの効いたオリジナルしょ
うゆベースのタレで仕上げた食べ応えのある一品。に

やよい軒「～ガツンとニンニク～たっぷり野菜の豚ハラミ炒め定食」登場

んにくの香ばしい風味
が食欲をそそり、ごは
んがどんどん進む味わ
いに仕上げた。また、
お好みで辛子みそを加
えれば、味変も楽しめ
る。
　さらにジューシーな
から揚げも一緒に味わえる「～ガツンとニンニク～ 
たっぷり野菜の豚ハラミ炒めとから揚げの定食」も用
意し、満足感たっぷりの新メニューとなっている。

　［フローズン］新年度に入り、イベントや行楽需要
の増加に向けた荷動きがみられる。今月下旬からは
いよいよゴールデンウイークも控えており、それに向
けた引き合いも徐々に増えてきている。引き続き欧州
産ベリーを中心にタイトな需給が続いており、南米産
についても大きく余剰感のある状況にはない。
　［チルド］国産物の相場はここへきてやや軟調に
推移しており、輸入チルドも全体的にはやや需給が
緩んでいる状況。引き続きスソ物の引き合いは底堅い
ものの、ロイン系などの荷動きは鈍い。

　全国と畜頭数は6万頭台前半の日が増えている
が、新年度もさまざまな値上げなどで消費者の節約
志向は強く、末端の荷動きはそれほど芳しくない。枝
肉相場は600円を割り込む日もあり、やや軟調な展開
となっている。春休みでスソ物の引き合いが鈍化し
ており、中部位の荷動きについてもなかなか良化す
る気配となっておらず、荷動きは比較的静か。
　フローズンは年度が代わっても依然として在庫
水準はタイトな状況が継続している。引き続きウデ
やモモなどのスソ物を中心に引き合いは強い。中部

【関東の国産豚肉現物相場】C は荷動き静か、F は引き続き在庫タイト

位にも荷余り感はみられない。関東でも桜が満開とな
り、花見などのイベント需要増加やゴールデンウイー
クに向け、スペアリブの引き合いも強まっている。

輸入元 気配

クッションミート →

テンダーロイン →

ショート・バックス →

ウ　デ →

モ　モ →

ベリー ↗
カラー →

ロインＭＭ →

テンダーロイン →

シートベリー ↗
カタロース →

ロイン（ＦＬＯＮ） →

ＣＣロイン →

ヒレ（船便） ↘
山付ベリー ↘
バックス →

テンダーロイン ↘
ベリー ↘

890中心

780中心

キロ／円、税抜き
【輸入豚肉現物相場】（関東仲間冷蔵庫渡し）

1,050中心

780中心

750中心

750中心

910中心

880中心

730中心

相場

850中心

1,150中心

1,200中心

840中心

1,050中心

870中心

870中心

920中心

部位

米国産

カナダ産

フ
ロ
ー

ズ
ン

780中心

チ
ル
ド

米国産

カナダ産

デンマーク産

フランス産

円／キロ

部位 相場 部位 相場

カタロース 980〜1,030  カタロース 880〜930

ウデ 700〜750 ウデ 640〜680

ロース 980〜1,030 ロース 880〜930

バラ 1,000〜1,080  バラ 950〜1,000

モモ 720〜780  モモ 670〜710

ヒレ 980〜1,030  ヒレ 870〜930

生鮮物 冷凍物

関東の国産豚カット肉相場

【関東の輸入豚肉現物相場】F ベリー中心にタイト、C ロインなど緩む
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［資料］2025 年２月分の食肉輸入通関実績⑨
00013915z1／2025 年 02 月（2025/February） (輸入「速報値」、IMPORT「Provisional Data」) 

貿  易  統  計 (JAPAN TRADE STATISTICS) 

品別国別 (COMMODITY BY COUNTRY) (単位：1,000 円、UNIT:\1,000) 

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE  

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE 

数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 

 

 

No.9 

 CHINA 105 KG 14330 94168 32990 132510 
 TAIWAN 106 KG 5500 12622 48933 164068 
 VIETNAM 110 KG 2000 16638 8100 71794 
 ICELAND 201 KG 5 1679 85 29832 
 FRANCE 210 KG 7604 70431 10169 88835 
 SPAIN 218 KG 6221 64400 12413 129566 
 POLAND 223 KG 8197 213497 8737 228078 
 HUNGARY 227 KG 407 11672 6907 87789 
 BULGAR 232 KG 4619 32869 13216 109795 
 UKRAINE 238 KG 13697 87840 13697 87840 
 TOTAL 990 KG 62580 605816 155247 1130107 
 (E.U) 991 KG 27048 392869 51442 644063 

0505.90-000 羽毛皮その他の羽毛付きの鳥の部分、羽毛及びその

部分並びに羽毛又はその部分の粉及びくず(加工し

てないもの及び単に清浄にし、消毒し又は保存のた

めに処理したもの) 
 CHINA 105 KG - - 20 244 
 MONGOL 107 KG - - 25 395 
 S AFRCA 551 KG 257 6426 462 11594 
 TOTAL 990 KG 257 6426 507 12233 

0506.10-000 オセイン及び酸処理した骨 
 THAILND 111 KG 120000 59923 220000 110305 
 INDIA 123 KG 94000 52479 340000 179767 
 PAKISTN 124 KG 273000 134126 483000 240314 
 CANADA 302 KG 60000 26869 140000 75637 
 TOTAL 990 KG 547000 273397 1183000 606023 

0506.90-010 骨粉            
 THAILND 111 KG 250 34204 250 34204 
 TOTAL 990 KG 250 34204 250 34204 

0506.90-090 骨及びホーンコア(加工してないもの及び脱脂し、

単に整え、酸処理し又は脱膠したもので、特定の形

状に切ったものを除く。)並びにこれらのくず(オセ

イン及び酸処理した骨を除く。) 
 CHINA 105 KG 34160 68417 37754 72051 
 TAIWAN 106 KG 45600 19487 45600 19487 
 MONGOL 107 KG 225 247 225 247 
 VIETNAM 110 KG 4315 6086 11966 15899 
 THAILND 111 KG 1660 532 15430 9160 
 INDNSIA 118 KG 172570 18834 179635 23017 
 MYANMAR 122 KG 226900 20742 226900 20742 
 DENMARK 204 KG 48580 4573 72600 6878 
 SPAIN 218 KG 71800 8756 143400 17868 
 FINLAND 222 KG 24000 1922 96520 8152 
 AUSTRIA 225 KG 21630 2095 65750 6548 
 CANADA 302 KG 122500 16226 506528 69502 
 USA 304 KG 567916 63248 1584309 179868 
 MEXICO 305 KG 75589 8348 148009 15848 
 PERU 407 KG 891 1184 4269 3441 
 CHILE 409 KG 14992 3499 46002 7932 
 BRAZIL 410 KG 411858 75571 805940 124609 
 AUSTRAL 601 KG - - 1298 448 
 NEWZELD 606 KG 88140 27046 126096 39686 
 TOTAL 990 KG 1933326 346813 4118231 641383 
 (E.U) 991 KG 166010 17346 378270 39446 

1601.00-900 ソーセージその他これに類する物品(肉、くず肉又

は血から製造したもの)及びこれらの物品をもとと

した調製食料品 
 CHINA 105 KG 296094 225868 872312 630512 
 TAIWAN 106 KG 6040 11096 15108 23948 
 THAILND 111 KG 487786 377912 844740 655888 
 PHILPIN 117 KG - - 9900 7971 
 DENMARK 204 KG 125828 101876 238172 190339 
 FRANCE 210 KG 18236 41075 19681 44300 
 SPAIN 218 KG 30832 61658 43986 93143 
 ITALY 220 KG 5857 7197 30735 38918 
 FINLAND 222 KG 22563 19565 68200 64338 
 AUSTRIA 225 KG 258 793 9741 14487 
 CANADA 302 KG 18302 20721 38326 46821 
 USA 304 KG 380789 324542 769538 694441 

 BRAZIL 410 KG 643237 387374 1065446 629336 
 TOTAL 990 KG 2035822 1579677 4025885 3134442 
 (E.U) 991 KG 203574 232164 410515 445525 

1602.10-100 均質調製品(昆虫類から成るもの) 
 MYANMAR 122 KG - - 58 323 
 TOTAL 990 KG - - 58 323 

1602.20-010 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛又は豚の肝臓のもの)(均質調製品

を除く。) 
 PHILPIN 117 KG - - 1224 1445 
 SPAIN 218 KG 17540 20481 17540 20481 
 TOTAL 990 KG 17540 20481 18764 21926 
 (E.U) 991 KG 17540 20481 17540 20481 

1602.20-099 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(動物(牛及び豚を除く。)の肝臓のも

の)(均質調製品を除く。)(その他のもの) 
 CHINA 105 KG 73073 53067 225566 165211 
 MONGOL 107 KG 200 240 200 240 
 THAILND 111 KG 1215 1312 2632 3817 
 BULGAR 232 KG 180 1174 180 1174 
 TOTAL 990 KG 74668 55793 228578 170442 
 (E.U) 991 KG 180 1174 180 1174 

1602.31-290 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(七面鳥のもの)(均質調製品を除

く。)(その他のもの) 
 GERMANY 213 KG - - 1760 1569 
 TURKEY 234 KG 216 222 216 222 
 LITHUAN 237 KG 19984 16268 19984 16268 
 USA 304 KG - - 98 609 
 TOTAL 990 KG 20200 16490 22058 18668 
 (E.U) 991 KG 19984 16268 21744 17837 

1602.32-100 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(鶏(ガルルス・ドメスティクス)のも

の)(腸、ぼうこう又は胃の全形のもの及び断片(単

に水煮したもの)) 
 USA 304 KG - - 269 912 
 TOTAL 990 KG - - 269 912 

1602.32-210 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(鶏(ガルルス・ドメスティクス)のも

の)(牛若しくは豚の肉又は牛若しくは豚のくず肉

を含有するもの)(均質調製品を除く。) 
 CHINA 105 KG 29937 19040 50517 26579 
 TOTAL 990 KG 29937 19040 50517 26579 

1602.32-290 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(鶏(ガルルス・ドメスティクス)のも

の)(均質調製品を除く。)(その他のもの) 
 R KOREA 103 KG 27444 19046 136320 81487 
 CHINA 105 KG 10521500 6643371 24499120 15783062 
 VIETNAM 110 KG 488606 401548 1169125 958186 
 THAILND 111 KG 22712735 16598390 46487967 34309790 
 MALYSIA 113 KG 1218 1534 1218 1534 
 INDNSIA 118 KG - - 14000 8347 
 SRILANK 125 KG 622 854 622 854 
 FRANCE 210 KG 17380 8160 34760 16449 
 GERMANY 213 KG - - 3189 2837 
 TURKEY 234 KG - - 13569 6977 
 BRAZIL 410 KG 18660 8737 56460 27206 
 TOTAL 990 KG 33788165 23681640 72416350 51196729 
 (E.U) 991 KG 17380 8160 37949 19286 

1602.39-290 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(第01.05項の家きんのもの(七面鳥を

除く。))(その他のもの) 
 CHINA 105 KG 409208 342168 982631 819568 
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［大阪食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（生体）（１㎏当たり円、税込み）［ ］は豚規格

［東京食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（瑕疵除く）（頭、１㎏当たり円、税込み）

［全国と畜概算頭数］
農水省統計部発表　（頭）　

５[ 極上 ] ４［上］ ３［中］ ２［並］１［等外］
和 雌 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

和 去 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

乳 去 B
交雑雌 B

C
交雑去 B

C
豚

（     月累計）
豚

成 牛 計
和 牛 雌
和 牛 去 勢
乳 牛 雌
乳 牛 去 勢
交 雑 雌
交 雑 去

東 京 円（前日　　　　　円）
大 阪 円（前日　　　　　円）

牛 豚 搬入牛 搬入豚 その他

と 畜 （競り） （相対）

売 買

上 中 取引頭数 市況
円 円 頭

［去勢牛 B3･2 規格　枝肉取引価格］　　　　

［豚・全農建値］　　　　

◇ 牛生体 ５ ４ ３ ２ １

和
牛

雌 Ａ 高値
安値
平均

頭 頭数
雌 Ｂ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 Ａ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 B 高値

安値
平均

頭 頭数

乳
牛

雌 Ｂ 頭 平均
雌 Ｃ 頭 平均
去 Ｂ 頭 平均
去 Ｃ 頭 平均

交
雑
牛

雌 Ｂ 平均
頭 頭数

雌 Ｃ 平均
頭 頭数

去 Ｂ 平均
頭 頭数

去 Ｃ 平均
頭 頭数

◇ 牛搬入 ５ ４ ３ ２ １
和 雌 Ａ

Ｂ
和 去 Ａ

Ｂ
乳 雌 Ｂ

Ｃ
乳 去 Ｂ

Ｃ
交 雌 Ｂ

Ｃ
交 去 Ｂ

Ｃ

◇ 豚 ［極上］［上］ ［中］ ［並］［等外］
生体 高値

安値
平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
競り 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
相対 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

と 畜 牛　　 　頭 豚　　　 頭　 牛概況
売 買 牛 　　　頭 豚 　　　頭 豚概況

74 134 もちあい
68 148 もちあい

 123 

 - 

 195 

 - 
 - 
 - 
 - 
 - 

 9 

 2 

 10 

 1 

 752  832  693  595  542 
 637  583  551  475  367 
 693  623  581  557  465 

 4  133  338  286  39 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 

2,607 2,265 - - -
12 4 - - -

2,387 - - - -
1 - - 2 -

2,662 2,253 1,988 - -
3 3 1 - -

2,224 - - - -
1 - - - -
- - - - -
- 1,677 1,593 1,529 -
- - - - -

1,939 1,726 1,588 - -
- 1,601 1,558 1,455 -
- 583 545 519 485

 2,505  1,687  1,474  1,353  - 
 -  -  1,365  1,323  878 

 2,365  2,229  2,157  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  865  873 
 -  -  -  871  822 
 -  -  -  1,168  - 
 -  -  -  1,156  1,027 

 1,837  1,659  1,570  1,262  - 
 -  -  1,421  -  - 
 -  1,743  1,590  1,333  - 
 -  -  1,410  -  - 

 3,448  2,630  2,231  -  - 
 2,294  2,202  2,106  -  - 
 2,632  2,339  2,155  -  - 

 89  29  5  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 

 3,258  2,495  2,241  2,009  - 
 2,217  2,052  2,092  1,995  - 
 2,517  2,258  2,169  2,002  - 

 118  59  16  2  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  1,728  1,547  1,377  - 
 -  1  3  5  - 
 -  -  1,509  1,345  - 
 -  -  1  1  - 
 -  1,690  1,650  1,515  - 
 -  2  4  4  - 
 -  -  -  1,350  - 
 -  -  -  1  - 

 414  1,007  - 
 414  800  293.0  -  -  62 

62,000 61,300 123,300
4,760 4,670 9,430
1,220 1,160 2,380
1,370 1,370 2,740

730 810 1,540
450 510 960
450 400 850
530 420 950

1,538 1,499
1,589 1,571

４月２日 ４月１日 ４

605 676 1,187 続伸

４月２日

４月２日

４月２日

４月２日

東京・大阪枝肉相場、全国と畜頭数
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※日本食肉流通センター：①数値はすべて記載日期間中（１週間分）に収集した累積データをもとに算定しており、直近１週間の状況を示して
いる。②重量ベースでみた価格の分布。代表値は「重量中央値」であり、参考値として「第１四分位値」「第３四分位値」「刈込み平均値」を算定。
③収集した取引価格データ（単価・重量）を単価の低いものから順に並べ替えた上で取引重量を累積し、総取引重量のちょうど 50％に位置す
る単価を「重量中央値」。最低価格から順に累積したデータを４等分し、最初の境界に位置する単価を「第１四分位値」３番目の境界に位置す
る単価を「第３四分　位値」という。「刈込み平均値」は、第１四分位と第３四分位の間の重量ベースの平均値（加重平均値）。

［日本食肉流通センター］
豚カット肉［Ⅰ］（１㎏当たり円、税込み、重量㎏）

［食鳥正肉日経相場］
荷受売値平均値（㎏当たり円、税抜き）

［農水省統計情報部食鳥市況］　           
　㎏当たり円、税抜き

［主要市場豚枝肉卸売価格］　　            　 　　　（１㎏当たり円、税込み）

注：北海道はホクレン大卸売価格で、前日の全道と畜頭数。

上加重 （前　日） 中加重 （前　日） と　畜 上　場 市　況
北 海 道 ［セ］ （ ） （ ）
仙 　 台 ［中］ （ ） （ ）
栃 木 ［地］ （ ） （ ）
茨 　 城 ［地］ （ ） （ ）
群 　 馬 ［地］ （ ） （ ）
さ い た ま ［中］ （ ） （ ）
東 　 京 ［中］ （ ） （ ）
横 　 浜 ［中］ （ ） （ ）
山 　 梨 ［地］ （ ） （ ）
浜 　 松 ［地］ （ ） （ ）
名 古 屋 ［中］ （ ） （ ）
京 　 都 ［中］ （ ） （ ）
大 　 阪 ［中］ （ ） （ ）
神 　 戸 ［中］ （ ） （ ）
岡 　 山 ［地］ （ ） （ ）
広 　 島 ［中］ （ ） （ ）
福 　 岡 ［中］ （ ） （ ）

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ
◇大阪（２社）

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ

モモ肉 ムネ肉 手　羽　
モ　ト

手　羽　
サ　キ ササミ

高 値
安 値
平 均

◇東京（８社）◇首都圏

◇近畿圏

総重量　　　　　　　　㎏

総重量　　　　　　　　㎏

616 616 - - 5,479 - もちあい
530 541 467 485 541 67 反落
580 - 554 - 1,665 76 反発
604 606 578 575 1,211 444 もちあい
601 585 520 508 1,883 333 続伸
589 594 571 577 260 266 反落
623 604 581 585 1,007 800 上伸
605 598 576 572 660 662 反発
625 657 599 644 167 128 下押し

586 561 543 530 853 141 上伸
- 645 - 613 - - 休市

583 584 545 543 134 127 もちあい
- 812 - 862 115 - 上場なし

656 688 621 683 263 237 反落
608 592 578 562 179 40 上伸
585 623 553 591 422 150 反落

1,080 1,165 1,213 1,159 74,432
745 788 839 796 110,785

1,034 1,103 1,254 1,122 128,982
1,188 1,203 1,220 1,203 234,217

780 793 853 800 157,578
1,058 1,133 1,256 1,132 13,800

951 1,037 1,086 1,030 1,041,052

1,166 1,284 1,327 1,271 44,622
713 756 794 758 107,550

1,117 1,257 1,285 1,216 76,458
1,188 1,234 1,286 1,240 101,582

719 756 806 754 148,965
1,157 1,242 1,271 1,216 9,331

933 1,004 1,095 1,010 145,741

1,760,846

634,249

694 746 908 191
359 403 549 195

694 746 908 191
359 403 549 195

４月２日

３月 26 日〜４月１日 ４月１日

４月１日

１日分は４日掲載

※ 2026 年度の市場再編に伴い上場頭数等が減少、4 月１日から当面の間豚競り市場は休止

各地の豚枝肉、豚部分肉、食鳥相場
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